
イ名作体とをa佑定によっ払代口縦夫財文
一――― をオ斬!人朝脅,あ|十士:,どi(タイム)火上)のご84友不た女銅繁ぁ呆にまる

(共恋越を,pジ
イ 背 スとねらい

孫キィヒマたま夜身為沿を1お含ィにぁたィ子|〔竹ぞい持手/uqの右名f十た家Nめ 日し 斗 ィスぬ脅,依'豚愁な
なの逆野'!投哲にざ′|イ治作の生た寸立ク綸1l Jとイf,てぃつ女m ttfT市拗子のなネヤヒー女イ和孫梅 及之
力告し、ィくの二ぇ延新|〔らい71ヨあ及/3‐銃 孜行予者とをJ女作『を、町密くtk入 型子:セの打%〃ても可能と官
つてきていろ口|【バつて。法′セの流れゥィとにまる施作紅 数々財更ぬ掠梅お"広太セイと迄1つる確ハを
塚わせ笙汐14/(ていろぺ 竹え|【Jろ 」々k拡均、場合、イ松だイミ御上1/7ボrlHらゲr〔=才、ゎ砿字があ
る。工みたあ、タヒ上"|ェ、下,わむAの宅ゑ以上の人矢舶 名作経をと散確■、配な財J曳た資'、すヒ代
負担ヵ履ダメビベ魚'里ヵからガk花,とにぎる紐媒拡太n日態ミ撰と明らり`に|た ,

2 1tl本     __i,"

打″早ど)囲対
テR 々クθ るクθ

ハ▽クRA
コクク

ー  て′"ヵ れ，′ヽ二
ク
　
Ｊ

ノク久ちより'待力子/丁 脳 .うす∂ クイ/、とすJ ク′、2クど 夕222`

/クa」たリェ)也 す2,ヮ?つ 〃2 さすJ J々、ワθ, タク・9οθ

3)だ 代負ィュゎがら力R″偽死にゴろ宍慰突拡へ臼ィR
チセベ釣里ヵlよ、タクク/Vダ″a紀 及て平均タクハ)べ高く、つぃで/ク″泌以上紀反(平均〃″

み)て
｀
あつ.クク～〃タタス筋宍で疋イギ角担つべ仏下するかは、宍朝終広氏1て」つ浮イス仏千セ旅機只

後号ダカ物々 の裕干に」′1補うどとがムネぞレ`うとに」る。
tたバラてイa万J党焔約働術ィ係二をに'テ↓すろm/1角体氏ぬち白n目係は、ャ翌弊詔載の/徳 が抑孝
鯛〔イ勧 ムィろ″クク～ザタム組″kとし、イか後のロオ玖とtて1」、そ糾%か椛族孝滋ぎた多落公花

得べ回ら/( ヤ卯 扮z窃体森べ知有れり|てイ宗効之部わ/夕′′久)メニ組次に務努バ舛孝であゎ.
S、 花考工の留亀募攻

り 今 回の調a待収ほ繊争左衣 (作れ正力〃サィ〔っいてハ教伯
‐
`'ある。

っ ガくるち溜イ存天筋長と/″みち「1′1学収に|コ臼ブ、ィ[標87 フヽを宮こでォ(た。l Ftバつて将冴勲広入|くざ
′)斗

イスを仏千奮こr 3 ‐ヽヽととが"半c tぬろⅢ3 r〔回場ハか炊べ太空くなると諄塚コW依千イろ解1角

″ミあつことつ`ら宅i rピ|〔ル】た,て1在ロルtイとと!て|ることべ|だ率(ふヾろ。

夕ゃ参考夫荻 祈灯
‐
 た 巧蝶人綱均泊作共家笹者刻生

′))勅真″1差と次

/θA彗た4チ1次工た気

″4彗た1矛2次とた

どθ密封たりみ'次ユた歩 ノえ′とす

どクη当′そり手z次工た

2)打 め1'|ガ品イ千すF帰と泌掛ヽ泉イニカ

/クク.ク 22
t72.クす6

/3=.θ ?4 /3θ 194え ′2J.4ち 7

′′,8,4 /2汐 ワ?

/ク.θタタ

- 6 4 二



占 鍛 瓜線

イレ
‐
■り
630
627
6 t 5
6りr3

5,2
5〔11
56ワ
5・38〕
57・6
rD35

323
312
::りり
ret〕,
7677
rBrj●
4Sち
rer63
7331
7320
769U
39′
31!じ
3 7re
3r32
3t51
33'
37t〕
317
305

770 itpo 比 60(り

tリメイヘレスウ く :,13
〔クテ1ヘレス' t 'テ
テ
`―
夢ス'

ヘイ手レチ

770a

膨権輸亀)
，ノ

”
ツ

フ

ｎ

ａ

盟一1 釈球上学研く

ぅ 蕩 前慎ラ

マ
之クθ

へ 帯 a

とつθ
｀ ク?ワタ

暑θ0
ヘ ワ物

ノククク久

必 工 _

/ / ? 卒a
平均紀漂 す/ク父 クノ号父 タクZへ

トラクノ
~ / 、/ 告
rz,〕ぢ刀

/ 、と●
ごどと、す五ヵ

/、と台

r嘉 動々

Z 、4 彦

ぢ々,写
イ

口植 滋
/ 、′を

r 5 、る森)

/ 、すう
てす、g森 )

/ 、ヨ台

rと.4冴十)

Z 、才多

r安綜

つヵ イヽン / 、/ ●
r ョ、ョ示

ムZ台

て々とo施

/ 、/ 含

r 、々θ務!

Z 、/ 台
r■.林

鯨 イ析 、 ノ各'本行ヽ /、zeヵ本ふ zを材席ヽ

X レ
‐
ク  = '?ワ 'メラt守     (a)

Y レ
‐
ク  ■ 10s7'り  夕,シュウ くKo)

- 6 5 -




